
TACPack
®
-15S4

TACPack
®
-15S4は容器内を一定時間-15℃以下に維持す

るデータを取得した定温小口輸送用のパッケージです。

断熱容器フタ

PATTHERMO®CV-20（上下各２個）

支持台

断熱容器本体

外装（ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ）

50本立てバイアルホルダーを最大2
個とバイアルを保護するクッション
材の搭載が可能です。

定温輸送パッケージ

外寸
(mm)

520x320x375

荷室サイズ
(mm)

230x180x80

パッケージ
総重量(kg)

約7.3

蓄熱材
PATTHERMO®

CV-20
1300g 4個

オプション

外装は専用のアルミカバーや
折り畳みコンテナもご用意で
きます。

製品構成（断面写真）

※上記温度測定は、社内試験結果であり製品を保証するものではありません。

本製品は、35℃環境下においてー15℃以下を28時間維持できました。

クッション材

バイアルホルダー

専用アルミカバー 折り畳み
コンテナ



TACPack®-15S4

断熱容器底
部にプレコ
ンディショ
ニング済み
のCV-20 2
個と支持台
を搭載する。

断熱容器上
部にプレコ
ンディショ
ニング済み
のCV-20 2
個を搭載す
る。

断熱容器の
蓋を閉め予
冷を行う。
（25℃以下
の環境下で
約30分静置
下さい。）

予冷後、上
部のCV-20
を２つ取り
出し、ﾊﾞｲｱ
ﾙを搭載し
たﾎﾙﾀﾞｰを
搭載する。

バイアルホ
ルダーの上
にｸｯｼｮﾝ材
を載せ、②
の手順を行
う。

③の手順を
行い外装材
の蓋を閉じ
る。（段
ボール箱の
場合はテー
プ閉じ）

パッキングマニュアル

カネカ潜熱蓄熱材 PATTHERMO®ＣＶ－２０
プレコンディショニング（調温）

※弊社試験結果であり、SOP作成の参考資料としてご活用ください。

●目標温度：－40℃凝固

CV-20の初期状態が融解
（約25℃）の場合、－40℃
の恒温槽内で20時間以上温
調（冷却）し、CV-20を完
全に凝固させる。

※「PATTHERMO®ＣＶ-20」
はラベルを上にして平置
きにて凍結して下さい。

①

②

2021.4.1

③

④

⑤

⑥



TACPack
®－15SS-M

ワクチン輸送用定温輸送パッケージ

使用する蓄熱材と緩衝材の組合せにより、24φ×50mmバイアル10本入り外箱1箱を
収納できる小型の定温輸送パッケージです。
内部温度をー15～－25℃に一定時間保持するデータを取得しています。

パッケージ品名 管理温度
保持時間
（※1）

重量

TACPack®－15SS-M ー15℃～ー25℃ 約12時間 約1.9㎏

※1 外気温35℃環境下 にてn=3試験の最小保持時間を表記しています。

仕様

外寸（L×W×H） 外箱用緩衝材 外装材

320×220×240㎜
外箱（10本バイアル入り）1箱入り
寸法：Ｌ51×Ｗ126×Ｈ60mｍ

専用アルミカバー

持ち運びイメージ弊社温度測定試験結果例（n=3）

本カタログ内の各種数値・グラフは、社内試験結果であり実際の使用環境とは異なるため、本製品の温度保持
機能や使用中の環境温度を保証するものではございません。



断熱容器底部に
事前調温済みの
CV-20 500gHD
を1個配置する。

外箱用緩衝材を
CV-20 500ｇ
HDの上に配置す
る。

次に事前調温済
みのCV-20 
500gHDを外箱
用緩衝材の上に1
個配置し、蓋をし
予冷※2する。

予冷後、箱内上部の
CV-20 500ｇHDを
取出し、20±5℃で
保管・管理していた
24φ×50mmバイア
ル10本入り外箱1箱
を外箱用緩衝材に収
納する。

24φ×50mmバイア
ル10本入り外箱を収
納するために取り出し
たCV-20 500ｇHD
を速やかに元の状態
に戻し、蓋を閉じる。

パッキングマニュアル例

①

②

2021.7.8

③

④

⑤

パッケージ品名 使用蓄熱材
事前調温
（※3）

TACPack®－15SS-M
PATTHERMO®CV-20 
500gHD

-40℃庫で
24時間以上凝固

カネカ潜熱蓄熱材PATTHERMO® CV-20 事前調温

パッケージ品名
予冷時間
(※２)

TACPack®－15SS-M 10分以上

※2 予冷時間は、室温（約25℃）での社内試験結果です。実際の梱包環境で、予め確認のうえご使用
願います。

※3 蓄熱材の凝固時間は、使用される機器よって異なることがございます。
事前調温時間は使用している機器で確認のうえ、ご使用願います。



TACPack®-ZSV

TACPack®-ZSVは容器内を一定時間2-8℃に維持する

データを取得した定温小口輸送用のパッケージです。

断熱容器フタ

PATTHERMO®CV-2 （上下各1個外側）
PATTHERMO®F5 SAP（上下各1個バイアル側）

支持台

断熱容器本体

外装（ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ）

50本立てバイアルホルダーを最大2
個とバイアルを保護するクッション
材の搭載が可能です。

定温輸送パッケージ

外寸(mm) 520x320x375

荷室ｻｲｽﾞ
(mm)

230x180x80

総重量(kg) 約 6

蓄熱材
PATTHERMO🄬

CV-2 1200g 2個
F5 SAP 550g 2個

オプション

外装は専用のアルミカバーや
折り畳みコンテナもご用意で
きます。

製品構成（断面写真）

※上記温度測定は、社内試験結果であり製品を保証するものではありません。

本製品は、35℃環境下において2-8℃を43時間維持できました。

クッション材

バイアルホルダー

専用アルミカバー 折り畳み
コンテナ

ZSV①②③のｸﾞﾗﾌはTACPack®-ZSV 3ﾊﾟｯｹｰｼﾞ(同仕様)の内温ﾃﾞｰﾀ

【35℃環境下荷室内温度】

PATTHERMO®
F5 SAP

PATTHERMO®
CV-2



TACPack®-ZSVパッキングマニュアル
断熱容器底
部にプレコ
ンディショ
ニング済み
のCV-2 1個
を搭載する

CV-2の上に
プレコン
ディショニ
ング済みの
F5 1個を
搭載する

支持台を左
右に搭載す
る。

フタを閉じ
予冷を行う
（目安とし
て20℃環境
下で1時間
程度）

CV-2とF5と
トレーを取
出し、バイ
アルを入れ
たバイアル
ホルダーを
搭載する。

①

②

③

⑥

⑦

その上に蓄
熱材トレー
を搭載する。

④

F5 1個と、
その上に
CV-2 1個を
搭載する。

*F5は必ず荷
室側に設置
願います。

⑤

その上に蓄
熱材トレー
を搭載する。

⑧

再度、先の
⑤のように
CV-2とF5を
搭載する。

⑨

ﾌﾀを閉じ、
搬送を行う。

⑩

【事前準備（プレコンディショニング）】

PATTERMO🄬CV-2
1200g
2個
-20～-18℃で
24時間以上放置
し完全に凍結させる

PATTHERMO🄬F5
550g
2個
20～25℃下で
24時間以上放置
し完全に融解させる 2021.4.1

※
「PATTHERMO®ＣＶ-2」
はラベルを上にして
平置きで凍結して下さい。



TACPack
®
SS Series

ワクチン輸送用定温輸送パッケージ

使用する蓄熱材と緩衝材の組合せにより、16.25φ×33㎜のバイアルを収納できるカミコン
バイアルケースを収納できる小型の定温輸送パッケージです。
内部温度を-15℃以下、2-8℃、8℃以下に一定時間保持するデータを取得しています。

パッケージ品名 管理温度
保持時間
（※2）

重量

TACPack®－15SS-P -15℃以下 約12時間 約1.9㎏

TACPack®U8SS 8℃以下 約17時間 約1.8㎏

TACPack®B0208SS 2-8℃ 約13時間 約2.1㎏

※1 カミコンバイアルケースは、別売りになります。
※2 外気温35℃環境下 にてn=3試験の最小保持時間結果を表記しています。

共通項目

外寸（L×W×H） ワクチンホルダー用緩衝材 外装材

320×220×240㎜
カミコンバイアルケース1624
もしくは1640用（※1)

専用アルミカバー

本カタログ内の各種数値・グラフは、社内試験結果であり実際の使用環境とは異なるため、本製品の温度保持
機能や使用中の環境温度を保証するものではございません。

持ち運びイメージ弊社温度測定試験結果例（n=3）



断熱容器底部に
事前調温済みの
F5 480gHDを
底部側に、F5
100gSを荷室
側に配置する。

カミコンバイアル
ケース用の支持
をF5 100gSの
上に配置する。

次に事前調温済
みのF5 100gS
を荷室側にF5 
480gHDを天面
側に配置し、蓋を
し予冷※3する。

予冷後、箱内上部の
蓄熱材（F5 
480gHD及びF5 
100gS）を取出し、
2-8℃で保管・管理
していたワクチン入りの
カミコンバイアルケース
を箱内に収納する。

カミコンバイアルケース
を収納するために動か
した蓄熱材（F5 
480gHD及びF5 
100gS）を速やかに
元の状態に戻し、蓋
を閉じる。

パッキングマニュアル例（TACPack® B0208SS）

①

②

2021.7.8

③

④

⑤

パッケージ品名 使用蓄熱材
事前調温
（※4）

TACPack®－15SS-P
PATTHERMO®CV-20 
500gHD

-40℃庫で
24時間以上凝固

TACPack®U8SS PATTHERMO®F5 480gHD
-20℃庫で
24時間以上凝固

TACPack®B0208SS

PATTHERMO®F5 480gHD
-20℃庫で
24時間以上凝固

PATTHERMO®F5 100gS
室温（約15～25℃）
で24時間以上融解

カネカ潜熱蓄熱材 PATTHERMO® 事前調温一覧

パッケージ品名
予冷時間
(※3)

TACPack®－15SS-P 10分以上

TACPack®U8SS 5分以上

TACPack®B0208SS 30分以上

※3 予冷時間は、室温（約25℃）での社内試
験結果です。実際の梱包環境で、予め確認のうえ
ご使用願います。

※4 蓄熱材の凝固・融解時間は、使用される機器及び環境によって異なることがございます。
事前調温時間は使用している機器及び環境で確認のうえ、ご使用願います。



〒047-0261 小樽市銭函 3 丁目５２４－９

TEL   (0134)62-1100     
FAX  (0134)62-0777
http://www.tamai.kasei.co.jp

製造元


